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(1/1) 
省エネ  最適励磁制御について F500 

FREQROL-F500シリーズインバータで使われている、省エネ運転をする最適励磁制御について
説明いたします。 
 
最適励磁制御とは 
 
最適励磁制御とは、モータの効率が最大効率になるように励磁電流を 
制御し出力電圧を決定する制御方式です。 
 
 モータ電流を d－q軸に変換し、励磁分電流 Id，トルク分電流 Iqを 
求め、独自の方式によりモータの損失を求めます。 
用途はファン・ポンプの為、低速時のトルクは必要とされず、トルク 

発生よりもモータ効率が良くなる事を重視して、そのモータの損失が 
最小になるように励磁分電流 Idを制御します。 
 つまり、励磁分電流 Idとトルク分電流 Iqの比率がモータの最大効率に 
なるように制御します。 
 なお、通常の V/F制御では励磁分電流 Id，トルク分電流 Iqは制御されておらず、V/f＝一定 
となる電圧が出力されています。アドバンスト磁束ベクトル制御では低速から十分なトルクを 
発生できるように励磁分電流 Idとトルク分電流 Iqを制御しています。 

 
・ﾓｰﾀ効率向上例（ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転周波数 60Hz ・ﾌﾞﾛｱ運転の特性例（吐出側） 
     FR-F540-3.7K，ﾓｰﾀSF-JR 4P3.7kWの場合） （V/Fﾊﾟﾀｰﾝは定ﾄﾙｸ負荷(Pr.14=0)の場合） 

 
・最適励磁制御によりモータの効率がよりいっそう ・最適励磁制御によりモータ損失のムダを 
向上し経済的です。 抑制し、消費電力がよりいっそう省エネ 

となり経済的です。 
 

例えばモータ負荷トルク 10%で 例えばｲﾝﾊﾞｰﾀ運転周波数 20Hzでは 
 
 
 
 
 
最適励磁制御により従来の V/F制御方式に比べて 
モータ効率が約１５％アップﾟ。 
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制御方式 モータの効率 
従来の V/Fモード 約６５％ 
省エネモード 約７５％ 
最適励磁制御 約８０％ 

・最適励磁制御では消費電力比率が従来の 
 V/F制御方式に比べて約４５％低減。 
 
・省エネモードに比べて約５％低減。 


